
大阪府印刷工業組合 プリンティカ準備室

重要なポイント​

• 本会議は「プリンティカ準備室」の第1回会議として開催され、印刷組合の新たな事業・プラット
フォーム構想について幅広く議論が行われた

• ペーパーサミットに付随するオンライン販売サイト（ECサイト）の構築を当面の最優先課題とし
て進める方向性が決定した

• 「プリンティカ」はプロジェクト名称として位置づけられ、ブランドとしての定義はまだ確定して
いない

• 組合の存続・収益化のためにも、売り場の確保（リアル・オンライン両面）が重要課題であること
が共有された

• 中小企業診断士の参画について確認・調整を進めることになった
• 次回会議は2026年7月28日19時（Zoom）に設定された

議論されたトピック​

1. 会議の趣旨・前回の振り返り​

奥野より、本会議はプリンティカ準備室の第1回会議であり、前回（第0回）のアイデア出しを踏ま
え、さらに議論を深める場として設定されたことが説明された。

• 詳細
◦ 奥野: 前回はアイデアを広げる会として実施。今回も引き続きアイデア出しと方向性の整理を
行う

◦ 奥野: 総大会で理事長が作成した利用計画案（ものづくりからサービス業・物販など新しい事
業環境の定義）をチャットで共有し、参加者に確認を促した

• 結論
◦ 本会議は「印刷のさらなる可能性を探求する」ことを目的として位置づけられた
◦ 今回は広くアイデアを出し合う場として進行することが確認された



2. ペーパーサミットの現状と課題​

Takahiroより、ペーパーサミットの有料化の成果と、出店者が抱える「売り場がない」という課題が
共有された。

• 詳細
◦ Takahiro: 2026年5月30日開催のペーパーサミット大阪で完全有料化（前売500円・当日1,000
円）を実施し、1,900人が来場した

◦ Takahiro: 紙博・女子文具博などの競合イベントでは出店料・売上の25〜30%のピンハネが発
生しており、出店者の収益が圧迫されている

◦ 矢田: ペーパーサミットに参加した出店企業の多くが、イベント後の販売先がなく収益の柱に
しにくいという問題を抱えている

◦ 矢田: デルタさん（ギフショナリーデルタ）でのポップアップ出店や、世話道書店への商品設
置など、リアル売り場の開拓が少しずつ進んでいる

◦ Takahiro: 日本書店協会・出版文化振興財団との連携交渉が進んでおり、書店を売り場にする
構想がある。山梨県での図書館・書店合同イベントへの出展話も具体化しつつある

• 結論
◦ ペーパーサミットの最大の課題は「作った商品の売り場がない」こと
◦ リアル売り場の拡充（書店・文具店等）とオンライン販売の両輪が必要

3. プリンティカの位置づけとブランディング​

「プリンティカ」という名称・概念の定義について議論が行われた。

• 詳細
◦ Takahiro: 現時点では「プリンティカ」はプロジェクトの名称であり、ブランドとしての意味
はまだ確定していない

◦ 西岡: プリンティカはペーパーサミットの上位互換・選りすぐりのブランドというイメージを
持っていた。「プリンティカに選ばれたらすごい」というブランドになる可能性もあるのではな

いか



◦ 金光: プリンティカの全体像がまだ自分の中で消化できていない。目的・ゴールが明確になれ
ば、アイデアも出しやすくなる

◦ 矢田: ペーパーサミットに付随するウェブショップの話と、プリンティカのブランディングの話
が混在しており、切り分けて整理すべきではないか

◦ Mantani: プリンティカは組合の存続・メリット創出の総称として機能すべきであり、手段の一
つとしてウェブ等がある

• 結論
◦ 現段階では「プリンティカ」はプロジェクト名称として扱う
◦ ペーパーサミットに付随するECサイトの話と、プリンティカのブランディングは別軸として整
理する必要がある

4. オンライン販売サイト（ECサイト）の構築​

ペーパーサミットに付随するオンライン販売サイトの構築について具体的な議論が行われた。

• 詳細
◦ ayata: まず通販サイトを作ることに賛成。ただし作るだけでは売れないため、立て付けをよく
考える必要がある

◦ Takahiro: 自社で開発中のプラットフォームでは、商品登録・注文・発送通知などを自動化す
る仕組みを構築中。ベースなどの既製ツールでは対応しきれない部分がある

◦ 矢田: ペーパーサミットのウェブサイトにECを組み込む形が現実的ではないか

◦ 奥野: 作ること自体は安価にできるが、運営・広告・クレーム対応などの固定費が課題。誰が
運用するかが重要

◦ Takahiro: 運用には相応のコストがかかり、組合員にも費用負担を求める必要がある。1,500円
の商品でもクレームが来ることがある

◦ 奥野: ショッピファイ等のプラットフォーム比較表を作成し、概算コスト・運営費・広告費を
整理して次回に提示する

• 結論
◦ ペーパーサミットに付随するECサイトを当面の最優先課題として進める方向性で合意

◦ 奥野が比較表（システム・運営費・広告費の概算）を作成し、次回会議で共有する



5. リアルイベントのプラットフォーム化・全国展開​

ペーパーサミットを全国規模のプラットフォームに育てる構想について議論された。

• 詳細
◦ Takahiro: アートブックフェア・ジンフェスなど近しい紙系イベントをペーパーサミットに統
合し、一大紙フェスにする野望がある。出店料のみ徴収し売上ピンハネなしにすることで出店

者を集めやすくなる

◦ Takahiro: 秋田県の前理事長・大門氏がペーパーサミットを参考に自社でイベントを開催し大
盛況だった。地方の方がイベントが少ないため人が集まりやすい

◦ なかがわはるか: 「ないところに新しいものを置く」という発想が有効。地方書店を助けに行
くというポジショニングが面白い

◦ 西岡: ペーパーメッセージなど既存のリアル店舗に商品を置かせてもらう形も一つの選択肢

◦ 矢田: ペーパーサミットジャパン（東京）が動き出しており、大阪がイニシアチブを取って全
国のペーパーサミットのプラットフォーム化を進めるべき

• 結論
◦ リアルイベントの全国展開とオンライン販売の連動が重要な方向性として共有された
◦ 地方書店との連携・地方展開は有望な戦略として認識された

6. イベント向けレジ・商品管理システムの構想​

ペーパーサミット等のイベントで使える共同レジ・商品管理システムのアイデアが提起された。

• 詳細
◦ Takahiro: 現在のイベントでは商品登録が煩雑で、売上集計後に揉めることがある。AI画像認
識を使った商品登録・売上ログシステムを作れないか

◦ なかがわはるか: パン屋で使われているような上からカメラで一括認識するシステムが参考に
なる。ただし学習用に商品1点あたり約100枚の画像登録が必要

◦ 矢田: イベント運営システムを開発しているベンチャー企業が既に存在するとの情報あり。ペ
ーパーサミットで知り合った飛び松氏（中小企業診断士）経由で話を聞く機会がある



◦ 奥野: OBPのRFIDリーダーを活用した商品管理（ユニクロ方式）も選択肢として提示

◦ Takahiro: RFIDは国家戦略でもあるが、タグコストが高く（1,000円以上の商品でないと採算が
合わない）、低コスト化が世界的課題

◦ なかがわはるか: 西尾レントールの事例（工具の返却管理）でも同様の課題があり、RFIDタ
グ・カメラ・重量センサーの組み合わせで精度向上を研究中

• 結論
◦ レジ・商品管理システムは社会的ニーズがあり、プリンティカの事業の一つとして検討価値が
ある

◦ 既存ベンチャーとの連携も視野に入れ、情報収集を継続する

7. クリエイターズエコノミーと印刷業の未来​

印刷業がクリエイターズエコノミーの文脈でどう進化すべきかについて議論された。

• 詳細
◦ Takahiro: クリエイターズエコノミーの経済圏をどう取り込むかが印刷業の進むべき方向性。
自社でクラウドファンディング1億円を達成した事例を紹介

◦ Takahiro: 生成AIとIPコンテンツが繋がると、デジタルデータを形にしたいという欲求が生ま
れ、印刷業にチャンスが生まれる

◦ Takahiro: スズリ等の既存サービスがあっても、ヤフオクとメルカリのように新しいサービス
が生まれる余地はある

◦ ayata: ペーパーサミットでワークショップが最も売れた。体験・教育へのニーズが高い

◦ 奥野: 体験・教育はお金を出しやすい分野であり、プリンティカとしても取り組む価値がある

• 結論
◦ リアルイベント×オンライン販売×体験・ワークショップの組み合わせが有効な方向性

◦ 限定販売（北海道のお菓子「スノー」の事例）のような希少性を活かしたビジネスモデルも参
考になる

8. 組合の存続と収益事業化​



組合の存続危機と収益事業化の必要性について議論された。

• 詳細
◦ Takahiro: 組合員数は減少傾向にあり、事務局スタッフ（平塚氏・宮田氏・大木田氏）が同世
代で一斉に定年を迎える問題がある。新しい人材を採用・引き継ぎするためにも収益源が必要

◦ 金光: 組合員数の減少はシール業界も同様。「プリンティカがあるから組合に入るメリットがあ
る」という存在になれれば理想的

◦ Takahiro: 共済・アドビライセンス等、組合はすでに収益事業を行っており、物販・ECも収益
事業として問題ない

◦ 矢田: ペーパーサミットは今回の有料化でノベルティを削ればほぼ収支トントンになる見込
み。自立運営への道筋が見えてきた

◦ Mantani: 立派なものを作りすぎると維持が重荷になる（高野山の例）。循環できる仕組みと撤
退基準を事前に決めておくことが重要

• 結論
◦ 組合の収益事業化は必要かつ可能であることが確認された
◦ 事業の損益分岐点・撤退基準を事前に設定しておくことが重要

9. 中小企業診断士の参画​

中小企業診断士をプリンティカ準備室に参画させることについて議論された。

• 詳細
◦ ayata: 中小企業診断士（飛び松氏）の参画について、山本氏が手続きを進めているとの情報が
あるが、正式な確認が取れていない

◦ Takahiro: 本日（2026年6月23日）、中央会と中小企業診断士会が協定を締結したため、今日
から動ける可能性がある

◦ 矢田: 山本氏に現状確認を行う

• 結論
◦ 矢田が山本氏に中小企業診断士参画の現状を確認する
◦ 次回会議（7月28日）までに診断士を参画させ、ECサイト構築の客観的な意見をもらうことが
望ましい



10. 中川はるか氏からの外部視点・提案​

外部参加者の中川はるか氏より、複数の新しい視点が提供された。

• 詳細
◦ なかがわはるか: 森宮地域（大阪公立大学等が集積）の盛り上がりに乗っかり、リアル拠点を
設けることで立体的な展開が可能ではないか

◦ なかがわはるか: 映画の制作委員会方式のように、関わった口数に応じて収益がフィードバッ
クされる仕組みが有効

◦ なかがわはるか: 地方（山陰地方・新温泉町等）でのAI・DXニーズに印刷組合が応えること
で、新たな収益軸を作れる可能性がある

◦ なかがわはるか: 「ないところに新しいものを置く」ことでニュースを起こし、ブランディン
グにつなげる発想が重要

◦ なかがわはるか: 印刷から生まれる事業体をどんどんビジネス化していく「プリンティカ」の
在り方が面白い

• 結論
◦ 外部視点として多くのアイデアが提供され、参加者から好意的に受け止められた
◦ 中川はるか氏を次回以降もグループLINEに招待し、継続参加を促す

11. 次回会議の日程確認​

• 詳細
◦ ayata: 7月末（ペーパーサミット終了後）が望ましい

◦ Takahiro: ペーパーサミット後の方がありがたい

◦ 参加者全員: 7月28日19時（Zoom）で概ね合意

• 結論
◦ 次回会議：2026年7月28日（月）19時00分、Zoom開催



アクションアイテム​

• 奥野
ECサイト構築に関する比較表（システム選定・運営費・広告費の概算）を作成し、次回
会議（7月28日）までに共有する

次回会議（7月28日19時、Zoom）の案内をLINEグループで参加者全員に送付する

中川はるか氏をLINEグループに招待する

今回の会議のZoom要約・録音データを参加者に共有する

中小企業診断士への共有資料（現状・課題・聞きたいこと）をまとめ、矢田経由で診断

士に提供できるよう準備する

• 矢田
山本氏に中小企業診断士（飛び松氏）の参画状況・手続き進捗を確認する（次回会議前

まで）

可能であれば次回会議（7月28日）に中小企業診断士を参加させる調整を行う

• Takahiro

中央会と中小企業診断士会の協定締結後の状況を確認し、診断士派遣の可否を確認する

日本書店協会・出版文化振興財団との連携交渉を継続する

イベント向けレジ・商品管理システムについて、矢田が紹介したベンチャー企業の情報

を確認・検討する

• ayata

山本氏にプリンティカ準備室への参加意向を確認する


